
年
一
中
―
行

事

2m12cm
64cm
4m54cm
3m64cm
45cm
15cm
l m21cm

2m00cm
32枚

32枚
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九
　
月
　

一́十
一一
日

九
　
月
　

一́十
一́
百

十
　
月

ヤ

　

句

十
二
月
　

二́
十

一
日

涅
集
会

人
仏
は
な
ま

つ
り
茶
会

千
わ
祈
願
祭

恭
会

お
身
拭

只
秋
分
の
日
の
前
Ｅ

人
仏
ま

つ
り
（秋
分

の
日
）

十
夜
法
姜

除
夜
鐘

つ
き

ノ`  ノ`  四 ニ

月 月 月 月

ヤ 六 ヤ ヤ

句 句 句

高岡大仏尊像の説明

機
本
〓
大
仏
の
始
ま
り

茶
た
人
仏
は
人
千
勝
宝
四
年

（北
二
´

仏
は
承
久
二
年

（
丁

ｆ
一
こ

頃
、
鎌
が
人
仏
は
覚
元
四
年
２

・

定
さ
れ
、
い
ず
れ
も
非
常
に
長

い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
つ
ち
夫
円
輪
の
え
背
が
そ
び
え
る
高
国
人
仏
の
お
姿
は
せ
に
珍
し
く
、

ま
た
手
印
は
阿
弥
陀
定
中
で
、
右
手
を
左
手
の
上
に
置
き
、
人
差
し
指
を
立

て
、
礼
指
を
そ
の
指
頭
に
つ
け
た
阿
弥
陀
力
水
の
結
ぶ
印
で
す
。
極
楽
往
生

の
仕
ガ
に
九
つ
の
区
別
が
あ
り
、
阿
弥
陀
力
水
の
形
姿
に
も
え
種
あ
る
と
さ

れ
、
上
品
、
十
品
、
下
品
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
上
生
、
ヤ
生
、
下
生
の
二
種
が

あ
り
、
阿
弥
陀
定
印

は
そ

の
ヤ

の
上
品
上
生

に
あ
た
り
ま

一

ソ

。

塊
高
岡
人
仏
は
原
型

・
鋳
と
と
も
高
岡
工
人
の
子
に
よ

る
も
の
で
二
入
○
今
年

の
伝
統
を
誇
る
高
岡
釦
器
の
象
徴

的
な
お
姿
と
し
て
、
仲
ぎ
几
る
私
と
に
優
し
く
な
咀
各
注

い
で
お
ら
れ
ま
す
。

白 豪 (直径)  15cm
螺 髪 (直径)  9cm
螺髪数        648イ 固
肉 醤 (直径) 45cm
眼   (長 さ) 36cm
鼻 孔 (ま わり)30cm

(長さ)l m21cm
(長さ) 60cm

手   (長 さ)
指   (まわり)
円光背 (外径)

″ (内径 )
″ (巾 )

″ (厚さ)
蓮 弁 (巾 )
″ (長 さ)
蓮弁数

逆蓮弁数

総重量

総 高
座 高
御 顔

15m85cm
7m43cm
2m27cm

）
、
高
岡
人

四
さ

に
創

坂下町 路面電車「万葉線J 本丸会館前 至 伏木

公園まで

徒歩5分

駅より大仏まで徒歩 10分

至 砺波

]56号線

耳

髭

坂

下
町
□□
副ヤ

オ

ォ

□
∪
●

□

大
仏
通
り

容 (0766)20-1301
● (0766)20-1547
● (0766)23-6645
容 (0766)44-1199
0 (0766)44-0659
容 (0766)23-9156

ヽ

国 容  観光のお問い合わせ先
◆高岡市商業観光課 高岡市広小路7番 50号
◆1社 )高岡市観光協会 高岡市下関町61
◆高岡駅観光案内所
◆伏木駅観光推進センター
◆雨晴駅観光案内所
●鳳徳山 大仏寺  高岡市大手町11番 29号
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高
岡
大
仏
の
由
来
　
お
よ
そ
を
入
〇
年
前
、
授
津
国
多
口
（兵
痒
県
）
に
住
む
源
義
勝
が

承
久
の
乱
を
さ
け
、
入
逍
し
て
越
ヤ
に
移
り
、
二
上
島
麓
で
霞
持
し
て
き
た

え

八
寸
の

金
釦
仏
を
腹
ヤ
に
納
め
た

一
丈
六
尺
の
木
と
人
仏
を
造
営
し
た
の
が
高
同
大
仏
の
始
ま
り

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
ニ
二
〇
年
を
径
た
人
え
ら
治
の
頃
、
神
保
そ
芸
守
が
守

出
城
を
集
き
、
こ
の
人
仏
を
鎮
守
仏
と
崇
め
ま
し
た
。

慶
長
十
四
年

（
一
六
〇
九
）
前
口
利
畏
係
が
高
岡
に
集
城
の
折
、
現
在
迪

（大
手
町
）

に
移
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

一
二
〇
年
を
径
て
荒
廃
、
坂
下
町
極
楽
寺
第
十
二
せ
等
誉
上

人
は
こ
れ
を
憂
え
、
弟
子
の
た
歓
を
勧
進
職
と
し
て
延
字
二
年

（
一
た
酉
二
）
九
月
再
え

さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
高
岡
町
民
に
礼
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
え
政
四
年

（
一
人
二

一
）
六
月
の
人

人
で
類
焼
、
腹
ヤ

の
金
釦
仏
の
み
が
燒
失
を
免
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
極
楽
寺
第
二
十
六

せ
譲
拳
上
人
が
発
願
、
ロ
ヤ
源
若
衛
閂

・
滓
惨
Ｚ
太
兵
衛

・
涌
屋
人
治
郎
ら
が
住
我
を
助

け
て
再
定
に
奔
た
、
天
保
十
二
年

（
一
人
四

一
）
木
造

一
人
六
尺
の
坐
像
が
え
て
ら
れ
ま

し
た
。
え
背
の
舟
御
た
の
頂
上
に
二
重
の
宝
本
を
据
え
、
こ
の
中
に
人
ヤ
虫
塊
の
金
釦
仏

を
安
登
、
え
十

の
左
右
に
十
二
兆
仏
を
並
べ
、
え
に
全
衝
に
十
体
仏
が
配
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
明
治
二
十
二
年

（
一
九
〇
〇
）
六
月
の
高
国
人
人
で
再
び
焼
失
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
佑
徒
の
せ
話
頭
、
松
木
宗
左
衛
閂
は
人
仏
の
復
元
を

一
生
の
恙
願
と
し
、
極
楽

キ
第
二
十

一
せ
た
禅
上
人
と
結
び
、
さ
ら
に
時
の
県
知
事

の
勧
奨
も
あ
り
、
不
燃
の
人
仏

の
鋳
生
を
発
願
、
友
布
宗

四
郎
ら
の
協
力
に
よ
り
、
昭
和
七
年

（
一
え
ニ
ニ
）
十
二
月
に

完
成
、
翌
年
二
月
に
開
唄
式
が
盛
人
に
拳
行
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
十
六
年

（
一
九
八

一
）

に
多
く
の
有
線
の
篤
恙
家
に
よ
り
坐
像
の
人
修
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（付
）
　

昭
わ
八
年
十

一
月
歌
人
与
謝
野
晶
子
が
未
高
の
折
、
高
国
人
仏
を
拝
し
、

鎌
合
夫
仏
よ
り

一
段
と
美
男
で
あ
る
と
感
嘆
さ
れ
た
由
。
こ
れ
よ
り
先
、
鎌
合

で
の
歌
＝
鎌
合
や
御
仏
な
れ
ど
釈
迦
牟
尼
は
美
分
に
お
は
す
夏
木
立
か
な
＝

大
円
輪
光
背

　

昭
和
二
十
二
年

（
一
九
二
八
）
え
月
え
載
さ
れ
た
円
輪
光
背
に
は
、
阿

弥
陀
婦
水
の
風
徳
を
讚
え
る
無
量
寿
径
に
説
ぐ
十
二
光
仏
を
配
す
る
予
定
で
し
た
が
、
重

み
等
の
理
由
で
阿
弥
陀
仏
の
仏
待
を

一
字
で
表
現
す
る

一熟
一
（キ
リ
‐
ク
）
と
い
う
梵
字

が
頂
点
に
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

ら
男
た
移
二
す
す

坂
σ
場
陶

％

な
が
の

承
き
が
ケ
４
」

‘フ

セ
塚
モ
て

Ｐ暉
ざ
承
だ

ψ

あ
・β

む

，
夕
／
ι

‘

″
ι
ぢ

と
ヽ

子．

け
れ
し

出
が
わ
ク

一昨

り
う
ｔ
る
だ
ぎ

吻
各

挙
る
ん

博
‘
ガ
″
ろ
ス
箕
よ
り
　
〓
の
九
口

の

イ
誂
に

ス
ヶ
″
せ
５

粥
蒻

夕ヽ
やヽ多ｔを

ユ
・ル滑
一
　
に
‘
‐́・て

二
多
ΛＬ
ば
２
て
す
う

ざ

４

Ｆ
て
ｔ

そ
の
■
々
３
¢
え
´

′子

ｏ
ォ
慮

ブ
″
タ
ノ
協
′
多

′
Ｚ
ｔ
，
魯
ル
タ
わた
力
多
ｆ
ｒ
人

堀
　
口
　
暮
　
衛

高
岡
市
代
木
出
身

恭
川
賞
え
賞
作
家

高
岡
市
名
巻
市
民

（
口
廊
仏
画
の
一
部
）
　

（夫
仏
前
公
国
内
の
時
奎
　
一尚
日
市
え
化
財
）

大
仏
台
座
下
回
廊

口
廊

の
十
共
部
に
明
治
時
代

の
本
造
夫
仏
の
尊
顔
が
安
置
さ

れ
、
周
囲
に
は
、
円
え
背
に
掛
け
る
予
定
で
鋳
生
さ
れ
た
十
二
兆
仏
が
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
口
廊

の
内
壁
に
掛
け
て
あ
る
十
二
次
の
仏
画
は
、
昔
末
広
町
逍
り

に
あ

っ
た
樹
総
数
百
年
の
神
木

「た
本
杉
」
の
吉
材
を
使

っ
て
、
当
市
に
ゆ
か
り

の
画
家
逹
が
描

い
た
も
の
で
す
。
千
戌
二
年
八
月
、
十
二
袂
の
仏
め
の
修
復
が
行

わ
れ
、
衝
目
を

一
新
し
ま
し
た
Ｃ

時

鐘
　
江
′
時
代
に
は
ま
だ
時
計
が
普
及
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
町
民
に
時

を
知
ら
せ
る
必
要
か
ら
、
高
岡
町
本
行
キ
島
蔵
人
が
時
鐘
の
鋳
生
を
計
画
し
、
金

渥
町
が
前

口
利
長

グ
以
来

の
厚

い
保
護
に
親

い
る
た
め
願
い
出
て
、
え
化
元
年

貧

入
〇
四
）
に
兒
戌
し
据
え
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
問
も
な
く
割
れ
日
が
生
じ
、
鍋
屋
仁
左
衛
閂
が
高
岡
釦
器
の
名
に
か
け

て
自
ら
私
財
を
投
じ
、
え
化
二
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
鐘
衝
に
儒
学
者
皆
川
洪
園

筆
に
よ
る
銘
が
き
ざ
ま
れ
て
い
ま
す
。

（坂
下
町
極
楽
そ
の
資
料
に
よ
る
）

台座下ヤ共に安五されている仏頭


